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８
月
の
新
設
住
宅
着
工

戸
数
（
国
交
省
発
表
）
は

６
万
３
９
７
４
戸
（
前
年

同
月
比
６
・
１
％
増
）
で
、

５
カ
月
連
続
の
増
加
と
な

っ
た
。
た
だ
、
伸
び
率
は

４
月
以
降
で
最
も
小
幅
で
、

４
月
以
降
続
い
て
い
る
前

年
の
建
築
基
準
法
改
正
に

よ
る
落
ち
込
み
か
ら
の
反

動
増
は
薄
れ
て
い
る
。
建

築
基
準
法
改
正
の
影
響
が

な
か
っ
た
24
年
８
月
比
で

は
４
・
３
％
減
、
８
月
の

着
工
戸
数
と
し
て
は
過
去

10
年
間
で
２
番
目
に
低
く
、

着
工
増
は
続
い
て
い
る
も

の
の
、
今
年
８
月
の
実
需

は
過
去
10
年
間
の
な
か
で

は
伸
び
悩
ん
で
い
る
と
い

え
る
。

利
用
関
係
別
で
は
、
持

ち
家
が
１
万
７
７
１
３
戸

（
同
１
・
０
％
増
）
で
、

５
カ
月
連
続
増
と
な
っ
た
。

伸
び
率
は
７
月
に
比
べ
て

若
干
拡
大
し
た
が
、
８
月

の
着
工
戸
数
と
し
て
は
過

去
10
年
間
で
２
番
目
に
低

く
、
建
築
基
準
法
改
正
の

影
響
が
な
か
っ
た
24
年
８

月
比
で
は
９
・
６
％
減
と

落
ち
込
み
が
大
き
い
。
貸

家
は
２
万
８
３
０
９
戸
（

同
６
・
５
％
増
）
、
分
譲

は
１
万
６
８
３
８
戸
（
同

６
・
４
％
増
）
で
、
５
カ

月
連
続
増
と
な
っ
た
が
、

７
月
ま
で
続
い
て
い
た
２

桁
増
は
１
桁
増
に
縮
小
し

た
。分

譲
の
う
ち
戸
建
て
分

譲
は
１
万
１
８
２
戸
（
同

７
・
５
％
増
）
、
マ
ン
シ

ョ
ン
は
６
４
７
５
戸
（
同

５
・
３
％
増
）
。
マ
ン
シ

ョ
ン
は
５
月
以
降
、
前
年

同
月
比
の
伸
び
率
の
変
動

が
大
き
い
。
全
体
と
し
て

大
規
模
物
件
の
有
無
に
影

響
さ
れ
て
い
る
が
、
国
交

省
に
よ
る
聞
き
取
り
で
は
、

資
材
価
格
や
労
務
費
の
上

昇
に
伴
う
建
築
費
増
加
を

受
け
て
、
取
得
す
る
用
地

を
厳
選
し
て
い
る
と
の
回

答
も
一
部
で
あ
っ
た
。

木
造
全
体
は
３
万
９
３

９
２
戸
（
同
６
・
３
％
増

）
で
、
新
設
住
宅
の
総
数

に
比
べ
て
伸
び
率
が
若
干

大
き
い
。
そ
の
影
響
で
木

造
率
は
61
・
６
％
（
同
２

・
１
㌽
増
）
に
上
昇
し
、

今
年
初
め
て
60
％
台
に
な

っ
た
。
在
来
は
３
万
６
９

名
古
屋
地
区
内
で
は
９

月
の
大
雨
の
影
響
で
国
産

材
原
木
の
集
荷
が
遅
れ
て

い
る
が
、
製
品
需
要
の
伸

び
悩
み
も
重
な
っ
て
製
材

工
場
は
当
用
買
い
を
続
け

て
い
る
。
外
材
製
品
は
、

競
合
材
の
存
在
が
価
格
に

影
響
し
つ
つ
あ
る
品
目
も

あ
る
。
国
産
材
針
葉
樹
合

板
は
、
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場

の
加
工
需
要
増
加
か
ら
メ

ー
カ
ー
が
値
上
げ
を
打
ち

出
し
て
い
る
。

国
産
材
原
木
の
新
材
が

一
定
量
市
場
に
出
そ
ろ
う

の
は
昨
年
同
様
11
月
以
降

に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
を
受
け
て
役
物

を
含
む
新
材
を
挽
い
た
製

品
が
市
場
に
出
荷
さ
れ
る

の
も
遅
れ
る
見
通
し
だ
。

国
産
材
製
品
需
要
は
以

前
伸
び
悩
ん
で
い
る
が
、

記
念
市
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

て
も
各
市
場
で
は
集
荷
が

難
化
し
て
い
る
。
大
手
市

場
の
浜
問
屋
は
、
同
一
品

目
で
も
サ
イ
ズ
に
よ
っ
て

は
一
時
的
な
欠
品
の
発
生

を
危
惧
し
て
い
る
。
ま
た
、

価
格
を
理
由
に
羽
柄
材
な

ど
で
外
材
か
ら
杉
へ
の
転

換
を
指
摘
す
る
声
も
聞
か

れ
る
。

欧
州
材
製
品
は
、
ビ
ル

ダ
ー
向
け
住
宅
の
加
工
を

手
掛
け
る
プ
レ
カ
ッ
ト
工

場
へ
の
納
材
は
堅
調
だ
が
、

価
格
志
向
が
鮮
明
だ
。
Ｗ

ウ
ッ
ド
の
間
柱
や
集
成
管

柱
は
、
国
産
杉
の
影
響
を

受
け
て
い
る
。
Ｒ
ウ
ッ
ド
集

成
平
角
は
、
羽
柄
材
や
集
成

管
柱
に
比
べ
る
と
競
合
材
が

少
な
い
。

米
材
輸
入
製
品
は
、
国
内

挽
き
大
手
の
値
上
げ
を
理
由

に
米
松
平
角
が
強
基
調
だ
が
、

そ
の
ほ
か
は
保
合
。
需
要
低

迷
で
値
上
げ
は
進
ま
な
い
が
、

産
地
側
は
新
材
に
つ
い
て
は

値
上
げ
姿
勢
だ
。

国
産
針
葉
樹
構
造
用
合
板

は
値
上
げ
が
進
ん
で
い
な
か

っ
た
が
、
秋
需
を
期
待
し
た

メ
ー
カ
ー
の
値
上
げ
姿
勢
が

明
確
に
な
っ
て
い
る
。
引
き

合
い
が
堅
調
な
こ
と
か
ら
12
、

24
、
28
㍉
厚
は
強
含
み
で
、

構
造
用
３
×
６
判
12
㍉
厚
、

同
24
㍉
厚
と
も
に
前
月
よ
り

値
上
が
り
し
て
い
る
。

４
戸
（
同
８
・
３
％

増
）
で
、
４
月
以
降
、

新
設
住
宅
の
総
数
以

上
の
増
加
幅
が
続
い

て
い
る
。
２
×
４
は

７
７
２
４
戸
（
同
０

・
９
％
減
）
で
３
カ

月
連
続
の
減
少
と
な

っ
た
が
、
減
少
幅
は

６
、
７
月
に
比
べ
縮

小
し
た
。
２
×
４
の

利
用
関
係
別
で
も
、

７
月
は
軒
並
み
前
年

同
月
比
減
少
と
な
っ

て
い
た
が
、
８
月
は

持
ち
家
が
同
５
・
１

％
増
、
分
譲
が
同
２

・
４
％
増
と
増
加
に

転
じ
た
。

季
節
調
整
済
年
率

換
算
値
は
75
万
３
０

０
０
戸
（
前
月
比
２

・
７
％
減
）
で
２
カ

月
連
続
の
減
少
。

８
月
の
合
板
供
給
量
は
37

万
８
２
８
２
立
方
㍍
（
前
月

比
11
・
５
％
減
）
で
２
カ
月

連
続
の
減
少
。
こ
の
う
ち
、

国
産
合
板
は
19
万
５
３
９
９

立
方
㍍
（
同
16
・
１
％
減
）
、

輸
入
合
板
は
18
万
２
８
８
３

立
方
㍍
（
同
６
・
１
％
減
）

で
い
ず
れ
も
減
少
し
た
。
国

産
合
板
の
出
荷
量
は
17
万
１

８
７
９
立
方
㍍
（
同
19
・
６

％
減
）
と
２
カ
月
連
続
で
生

産
量
を
下
回
っ
た
一
方
、
期

末
在
庫
量
は
17
万
５
８
１
１

立
方
㍍
（
同
15
・
５
％
増
）

と
２
カ
月
連
続
で
増
加
し
た
。

国
産
合
板
の
う
ち
、
針
葉

樹
構
造
用
合
板
の
生
産
量
は

17
万
３
０
１
２
立
方
㍍
（
同

17
・
５
％
減
）
で
２
桁
減
。

厚
み
別
で
は
６
㍉
厚
未
満
１

２
４
１
立
方
㍍
（
同
18
・
４

％
減
）
、
６
～
12
㍉
厚
２
万
３

８
４
２
立
方
㍍
（
同
11
・
８
％

減
）
、
12
～
24
㍉
厚
７
万
５
４

２
０
立
方
㍍
（
同
19
・
３
％
減

）
、
24
㍉
厚
以
上
７
万
２
５
０

９
立
方
㍍
（
同
17
・
２
％
減
）

で
、
４
品
目
と
も
減
少
し
た
。

ま
た
、
同
合
板
の
出
荷
量
は
15

万
８
１
６
立
方
㍍
（
同
20
・
７

％
減
）
、
在
庫
量
は
16
万
４
５

０
２
立
方
㍍
（
同
15
・
６
％
増

）
と
な
っ
た
。

８
月
は
盆
休
み
も
あ
り
、
稼

働
日
そ
の
も
の
が
少
な
か
っ
た

こ
と
が
、
生
産
量
減
少
の
要
因

と
な
っ
て
い
る
。
出
荷
量
は
稼

働
日
の
少
な
さ
に
加
え
、
木
建

ル
ー
ト
を
中
心
に
盆
明
け
以
降

の
荷
動
き
が
鈍
か
っ
た
こ
と
が

２
カ
月
連
続
の
減
少
に
つ
な
が

っ
た
。
一
方
、
期
末
在
庫
量
は

稼
働
日
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
出
荷
が
減
少
し
た
が
、
こ
の

機
会
に
生
産
量
を
増
や
し
て
在

庫
を
積
み
増
し
た
合
板
メ
ー
カ

ー
が
多
く
、
増
加
し
た
。

輸
入
合
板
の
入
荷
量
は
２
カ

月
連
続
で
減
少
し
た
。
マ
レ
ー

シ
ア
産
12
㍉
厚
合
板
は
副
資
材

の
高
止
ま
り
と
原
木
価
格
の
高

騰
が
重
な
り
、
現
地
メ
ー
カ
ー

の
採
算
が
悪
化
し
て
い
る
。
国

内
需
要
も
低
調
の
た
め
現
地
メ

ー
カ
ー
は
販
売
姿
勢
を
弱
め
て

い
る
。
輸
入
元
は
「
年
内
の
入

荷
量
が
増
加
に
転
じ
る
こ
と
は

な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
予
測

す
る
。
一
方
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

産
普
通
合
板
は
増
加
に
転
じ
た
。

こ
れ
は
、
４
～
６
月
に
発
注
し

た
フ
ァ
ル
カ
タ
合
板
の
残
り
が

ま
と
ま
っ
て
入
荷
し
た
も
の
と

み
ら
れ
る
。


